英検5級　単語リスト #21
	日本語
	品詞
	英単語・フレーズ
	例

	(1) 動物
	【名（可算）】
	animal
	Do you like animals?
（動物は好きですか？）

	(2) 国
	【名（可算）】
	country
	Canada is a big country. 
（カナダは大きな国です）

	(3) 新聞
	【名（可算）】
	(1)newspaper
	I read the newspaper every morning. 
（私は毎朝新聞を読みます）

	(4) 歯
	【名（可算）】
	tooth
（複数形：teeth）
	He (2)only has three teeth. 
（彼は歯が3本しかありません）

	(5) パイナップル
	【名（可算）】
	pineapple
	Do you like pineapples?
（パイナップルは好きですか？）

	(6) はけ / ブラシ / 磨く
	【名（可算）】
【動】
	brush
	You need to brush your teeth every day.
（あなたは毎日歯を磨く必要があります）

	(7) 踊り / 踊る 
	【名（可算）】
【動】
	dance
	She dances well. 
（彼女は上手に踊ります）

	(8) 1,000 / 1,000の
	【名（可算）】
【形】
	(3)thousand
	I only have four thousand yen. 
（私は、4,000円しかもっていません）

	(9) 芸術 / 美術
	【名（不可算）】
	art
	I like Japanese art. 
（私は日本の芸術が好きです）

	(10) 訪ねる / 訪問する
	【動】
	visit
	I want to (4)visit Nara.
（私は奈良を訪ねたいです）


(1) the newspaper と限定することで「購読している新聞」「いつも読む新聞」と限定される。
(2) only は、名詞の前だけでなく一般動詞の前に置いて使われることもある。意味は、ほぼ同じ（He has only three teeth. と He only has three teeth. と は、ほぼ同じ意味）。
(3) hundred 同様、2,000 や 3,000 となっても two thousands とはならないので注意。
(4) visit を使う場合、“visit to 場所” にはならないので注意。
	日本語
	品詞
	英単語・フレーズ
	例

	(11) 始める 
	【動】
	(5)begin
	I want to begin our meeting at 9:00.
（私は、私たちの会議を9時に始めたいです）

	(12) 11の / 11個の / 11人の
	【形】
	eleven
	I teach eleven students.
（私は11人の生徒を教えます）

	(13) 12の / 12個の / 12人の
	【形】
	twelve
	We only have twelve more days.
（私たちには、あと12日しかありません）

	(14) 13の / 13個の / 13人の
	【形】
	(6)thirteen
	I have thirteen English books. 
（私は13冊の英語の本を持っています）

	(15) 20の / 20個の / 20人の
	【形】
	twenty
	Why do you need twenty players? 
（なぜあなたは20人の選手が必要なのですか？）

	(16) 30の / 30個の / 30人の
	【形】
	(6)thirty
	We need thirty boxes. 
（私たちは30個の箱が必要です）

	(17) ～すぎる
	【形】
【副】
	too ～
	I have too much homework. 
（私は多すぎる量の宿題があります）

	(18)コップ1杯の ～/ グラス1杯の ～
	―
	a (7)cup of ～
a (7)glass of ～
	(8)Can I have a glass of water? 
（グラス一杯の水をもらえますか？）

	(19) 元気ですか？ / いかがお過ごしですか？
	―
	How are you doing?
	Hello, Mr. Suzuki. How are you doing?  
（こんにちは鈴木さん。元気ですか？）

	(20) はい、どうぞ 
	―
	Here you are. / Here you go
	A: (8)Can I use your pen?   B: Sure. Here you go. 
（A: あなたのペンを使ってもいい？ B: もちろん。はい、どうぞ）


(5) start とほぼ同じ意味で使われるが、start の方が多少口語的。
(6) 10からの上の数は、thirteen (13), fourteen (14)…と、-teen の形となる。また、twenty(20) 以降の数は、twenty-one (22), twenty-two (21)といき、十の位はthirty (30), forty (40)と上がっていく。
(7)「cup = コップ / カップ」「glass = グラス」。2杯の～、3杯の～という場合は、two cups(glasses) of ～ / three cups(glasses) of ～ となる。
(8) can の使い方については、文法トレーニング「第8回 助動詞 can」で紹介。
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